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宝
薬
寺
の
算
額
（
嵐
山
町
）

山
口
正
義

平
成
二
十
六
年
十
月
十
九
日
、
嵐
山
町
の
宝
薬
寺
の
算
額
を
見
学
し
よ
う
と
腰
痛

を
押
し
て
出
か
け
ま
し
た
。

狙
い
の
算
額
は
拝
見
で
き
ま
し
た
が
、
三
脚
を
忘
れ
た
た
め
、
暗
い
薬
師
堂
内
で

は
フ
ラ
ッ
シ
ュ
撮
影
す
る
と
微
妙
に
算
額
の
文
字
は
ぶ
れ
て
し
ま
い
少
々
苦
労
し
ま

し
た
。

こ
の
嵐
山
町
越
畑
の
宝
薬
寺
薬
師
堂
の
算
額
の
存
在
を
知
っ
た
の
は
、
一
年
程
前

の
『
埼
玉
史
談
』
に
掲
載
さ
れ
た
高
柳
茂
氏
の
「
嵐
山
町
宝
薬
寺
の
算
額
に
つ
い
て
」

で
し
た
。
早
く
訪
ね
た
い
と
思
い
つ
つ
、
今
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
宝
薬
寺
は

無
住
で
、
近
く
の
金
泉
寺
が
管
理
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
事
前
に
算
額
の
見
学

を
電
話
で
お
願
い
し
た
ら
、「
算
額
は
薬
師
堂
に
入
っ
て
左
上
に
あ
り
ま
す
、
鍵
は
掛

か
っ
て
い
な
い
の
で
い
つ
で
も
自
由
に
見
学
し
て
下
さ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
行
っ
て
み
る

と
そ
の
通
り
で
し
た
。
算
額
の
他
に
、
俳
句
の
額
が
三
つ
ぐ
ら
い
あ
り
、
天
井
に
も
絵
が
あ
り
、
地
域
に
と
っ
て
は
重
要
な
建

物
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
自
由
に
見
学
で
き
る
の
は
嬉
し
い
で
す
が
、
今
の
世
の
中
で
は
少
し
不
用
心
で
は
な

い
か
と
心
配
に
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
こ
の
算
額
は
船
戸
庵
栄
珍(

玖)

が
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
奉
納
し
た
も
の
で
、
高
柳
氏
が
平
成
二
十
五
年
に
は

じ
め
て
紹
介
さ
れ
た
も
の
で

す
。
高
柳
氏
に
よ
る
と
、
栄

珍
は
船
戸
悟
兵
衛
（
熊
谷
の

戸
根
木
格
斎
と
共
に
著
名
な

剣
持
章
行
に
和
算
を
学
ん
で

い
ま
す
）
の
曽
祖
父
に
当
る

人
と
推
測
さ
れ
て
お
り
、
ま

た
現
存
す
る
埼
玉
の
算
額
で

は
七
番
目
に
古
い
と
い
い
ま

す
。
図
や
文
字
は
明
瞭
で
あ

り
、
術
は
天
元
術
で
解
い
て

あ
り
、
正
数
は
赤
色
、
負
数

は
黒
色
で
表
わ
し
て
い
ま

す
。問

題
は
図
の
よ
う
な
三
つ

の
正
直
方
体
（
底
面
は
正
方

形
）
の
体
積
が
与
え
ら
れ
た

時
の
各
辺
の
長
さ
を
求
め
る

ご
く
初
歩
的
な
問
題
で
す
。

宝薬寺薬師堂（2014年10月）
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宝薬寺の算額の図(右)と術文(左)（2014年10月）

宝薬寺の算額
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但
し
、
図
か
ら
は
犬
走
が
二
辺
の
み
の
よ
う

に
見
え
ま
す
が
実
は
四
辺
を
対
象
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
坪
（
こ
こ
で
は
体
積
の
こ
と
）

は
間(

け
ん)
、
長
さ
は
尺
を
利
用
し
て
い
て

単
位
が
一
様
で
な
い
か
ら
注
意
を
要
し
ま

す
。
数
字
の
記
法
は
天
元
術
に
従
っ
て
い
ま

す
が
、
一
ヶ
所
そ
の
色
使
い
が
間
違
っ
て
い

る
個
所
が
あ
り
ま
す
。
解
き
方
は
以
下
に
示

す
よ
う
に
、
現
代
の
数
学
と
同
じ
手
法
で
す
。

但
し
二
次
方
程
式
を
立
て
る
と
こ
ろ
ま
で
し

か
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。

な
お
、
術
文
に
続
い
て
門
人
四
十
名
の
名
前

が
二
段
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に
示
し
ま

す
。こ

の
門
人
の
中
で
、
中
爪
村
細
井
半
蔵
は
細
井
長
次
郎
（
一
七
九
八
～
一
八
六
〇
、
小
川
町

中
爪
の
和
算
家
）
の
、
ま
た
人
見
村
清
水
伊
八
郎
は
清
水
吉
弥
（
一
八
一
九
～
九
二
、
深
谷
市

人
見
の
和
算
家
）
の
先
祖
で
は
な
い
か
と
、
高
柳
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

いる。き出してこれを解いてを導

（和算では順序が逆）こうして、

となる。つまり、する。

を掛けたものに＝めに但し単位を合わせるた

する。

坪に等しいと、これが与条件のを掛けて、体積を求め

に高さの乗を加えあわせ、それ以下、甲、乙、丙の二

）とすること。丙の辺長を（

とするのは、走を倍にして減じて丙すること。それから犬

）と（いうのは、乙の辺長をのを減じて乙とすると

たもそれから犬走を倍にし）とするという意味。（

長を－というのは、甲の辺天元の一を立て甲広〇
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宝薬寺の算額（縦40.8㎝、横135㎝、2014年10月）

術文の解説

西
上
州
高
崎
蓮
雀
町

笠
間
喜
兵
衛

同
州
板
花
在
ノ
銀
村

竹
内
五
郎
右
衛
門

同
邑

井
上
小
若
治
郎

西
上
州
渋
川
宿

日
野
治
兵
衛

同

金
井
村

曽
根
喜
兵
衛

同

牧
邑

吉
田
右
左
衛
門

東
上
州
沼
田
領
中
山
村

五
藤
小
平
治

同

玉
村
在
中
嶋
村

田
黒
亦
四
郎

同

前
橋
在
大
室
村

冨
岡
又
八
郎

同

桐
生
町
四
丁
目

小
倉
伊
右
衛
門

同

大
間
々
五
丁
目

星
野
若
治
郎

同
所

同
苗
源
左
衛
門

下
野
足
利
田
中
村

遠
藤
八
左
衛
門

同

鷲
宮
水
深
村

岡
安
勘
五
右
衛
門

同
村

桐
嶌
市
之
丞

駿
州
富
士
郡
宮
嶋
村

堅
月
庄
兵
衛

同
村

同
苗
源
蔵

東
上
州
天
王
宿

森
田
宗
兵
衛

門人名（上段）

門人名（下段）

宝薬寺の算額

當
国
中
爪
村

細
井
半
蔵

同

福
田
村

井
上
門
兵
衛

同

當
村

強
瀬
傳
右
衛
門

同
邑

馬
場
宇
兵
衛

同

太
郎
丸
村

田
幡
太
四
郎

同

奈
良
梨
村

鈴
木
文
左
衛
門

同

押
切
村

笠
原
忠
右
衛
門

同

大
谷
村

小
山
関
左
衛
門

同

人
見
村

清
水
伊
八
郎

同

鎌
形
村

長
嶋
兵
喜

同

長
瀬
村

亀
井
重
右
衛
門

同

小
川
村

西
沢
与
七
郎

同
邑

内
田
源
八
郎

八
幡
山
長
浜
宿

柴
田
庄
治
郞

同
所

久
米
喜
平
治

西
上
州
長
根
宿

新
井
彦
太
郎

同
所

丸
亀
市
助

同
所

内
藤
源
蔵

同
州
吾
妻
郡
伊
勢
丁

福
嶋
万
治
郎

同

四
万
村

田
村
半
蔵

江
戸
赤
坂
伝
馬
町

齋
藤
弥
市

同
所

大
沢
藤
七
郎


